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共通仕様

コネクタ全体に流せる電流容量
コンタクトの1本あたりの定格電流値はコンタクトのサイズに応じて変化しますが、コネクタ全体に流せる電流容量は総芯数に応じて変化
します。14芯以下と15芯以上では算定方法が違いますので、分けて説明します。

14芯以下の場合①
コネクタ組込時のコンタクト1本あたり定格電流値を芯数倍にし、その値に下図の減率を乗じた値がコネクタ全体に流せる電流容量です。

■芯数別電流減率表
総芯数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
減率（％） 1 0.943 0.886 0.829 0.771 0.714 0.657 0.60 0.543 0.486 0.429 0.371 0.314 0.257

例1：コンタクトサイズが全て同じコネクタの場合
コンタクト1本当たり定格電流×芯数×減率＝コネクタ全体
許容電流

　13A × 2芯 × 0.943 ＝ 24.518A
　（配列NO.12S-3の時）
　したがってコネクタ全体で24.518A流せます。

例2：コンタクトサイズが異なるコネクタの場合
（Aコンタクト定格電流×Aコンタクト芯数＋Bコンタクト定格電
流×Bコンタクト芯数）×減率（総芯数のもの）＝コネクタ全体許
容電流

　（ 23A × 2芯 ＋ 13A × 7芯 ）× 0.543 ＝ 74.391A
　（配列NO.20-16の時）
　したがってコネクタ全体で74.391A流せます。

15芯以上の場合②
コンタクト1本あたり定格電流値を芯数倍にし、その値の20％がコネクタ全体に流せる許容電流値になります。
例1：コンタクトサイズが全て同じコネクタの場合

コンタクト定格電流×芯数×20％＝コネクタ全体許容電流

　13A × 17芯 × 0.2 ＝ 44.2A
　（配列NO.20-29の時）
　したがってコネクタ全体で44.2A流せます。

例2：コンタクトサイズが異なるコネクタの場合
（Aコンタクト定格電流×Aコンタクト芯数＋Bコンタクト定格電
流×Bコンタクト芯数）×20％＝コネクタ全体許容電流

　（ 23A × 4芯 ＋ 13A × 18芯 ）× 0.2 ＝ 65.2A
　（配列NO.28-11の時）
　したがってコネクタ全体で65.2A流せます。

ハンダ付け方法

手順1　コネクタの分解（写真1）
ハンダでの結線にあたり、まずケーブル取
付タイプ（3106A,B, 3108B, 3101A, 
B）は分解が必要です。アセンブリナット
をゆるめ分解してください。なおパネルマ
ウントは分解不要です。
バレル、絶縁体、コンタクト、リティニング
リングは分解せずそのまま作業を行ってく
ださい。
※ エンドベルは分割タイプと非分割タイプ
があります。

カップリングナット
アセンブリナット

ケーブルクランプ

エンドベル

手順2　ケーブルの挿入（写真2）
結線作業前にケーブルをカップリングナッ
ト、アセンブリナット、分割しないエンド
ベルおよびケーブルクランプに通してくだ
さい。結線後では挿入できなくなります。
分割するエンドベルは結線後にアセンブリ
ナットで取り付けます。

手順3　ハンダによる結線（写真3）
① ハンダ作業は写真3のようにコネクタを
横向きにして行ってください。（縦にし
て行うとハンダが結合面側に流れる場合
があります。）余分なハンダやフラック
スがハンダ付穴から外に流れでないよう
に短時間で作業してください。
② ハンダの際加熱しすぎると絶縁体を破損
する恐れがありますのでご注意くださ
い。
③ #4と#0サイズのコンタクトは径が太
く、ハンダ時間が長くなり絶縁体を損傷
する恐れがありますので、コンタクトを
抜き取り個別にハンダすることをおすす
めします。

写真1 写真2 写真3

▼▼

手順4　結線後の組立て（写真4）
ハンダ作業完了後、はじめに分解した部品
をもとのように組み立てます。ケーブルク
ランプのネジの締め付けは一番最後に行
い、結線部に無理な力がかかるのを防ぐた
めケーブルを若干コネクタ内部に押し込
み、少し「あそび」のある状態でクランプ
を固定することをおすすめします。

写真4

完成▼
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